
□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

■ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

■ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

所管室課 事業名 所管室課 事業名

7,629
※課題があるものは■

一般財源の比率（％） 100.0 100.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

市議会会議録作成、市議会会議録検索システム

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

本会議録等の発行
発行回数
　本会議録　　　　６回
　常任委員会記録　22回
　特別委員会記録　１回
　本会議録や常任委員会記録、特別委員会記録を広く市民への閲覧に供するため、市民総務
室、市立図書館に配付するとともに、インターネットでも会議録を検索、閲覧できるようにし
ている。

決算額　(千円) 6,735

3
所管
室課

議会事務局 事業名 市議会会議録関係事業

37,496
※課題があるものは■

一般財源の比率（％） 99.2 99.1 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

情報の即時性の観点から、内容の正確性を維持しつ
つ、委員会記録等の校正作業の効率化を図り、業務
改善に取り組む。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

政務活動費実績額
　日本共産党吹田市議会議員団　7,637,424円
　公明党吹田市議会議員団　　　6,311,768円
　自由民主党絆の会　　　　　　6,295,014円
　大阪維新の会・吹田　　　　　　521,634円
　民主・立憲フォーラム　　　　3,679,033円
　吹田新選会　　　　　　　　　1,141,180円
　市民と歩む議員の会　　　　　2,983,267円
　無所属クラブ　　　　　　　　1,318,323円
　議員の調査研究その他の政務活動に資するため必要な経費の一部として、吹田市議会におけ
る会派に対し、当該会派の所属議員数に月額110,000円を乗じて得た額を四半期ごとに交付し
た。
　また、クラウド型文書共有システムやタブレット端末を活用し、円滑で効率的な議会活動を
実現するための環境整備を行っている。

決算額　(千円) 41,475

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

特になし。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

2
所管
室課

議会事務局 事業名 議会サポート事業

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

タブレット端末の賃貸借契約の満了により、機器更
新を予定していたが、世界的な半導体不足の影響等
もあり、入札が不調となった。そのため、一時的に
契約延長の措置を行っているが、今後、端末の供給
状況等の市場調査を随時実施し、端末の更なる活用
が図れるように取り組んでいく。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

一般財源の比率（％） 100.0 100.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

議員報酬等関係

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

議員36人への支給実績
議員報酬　282,480,000円
議員期末手当　124,291,200円

決算額　(千円) 473,807

事業概要

議会サポート、資料作成

管理事業 議会事業 所管部局 議会事務局

1
所管
室課

議会事務局 事業名 議員報酬等関係事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和３年度

施策コード 121 施策 情報共有の推進

497,233
※課題があるものは■
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□ 有効性

■ 効率性

■ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

所管室課 事業名 所管室課 事業名

※課題があるものは■

一般財源の比率（％） □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

決算額　(千円)

所管
室課

事業名

※課題があるものは■

一般財源の比率（％） □
市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

事業概要

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

決算額　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

「すいた市議会だより」の速報版を市議会ホーム
ページに掲載することで、発行時期による情報提供
の遅れの解消に努めてはいるが、インターネットが
利用できる環境にない市民等に対しても、閲覧の即
時性を高めるため、今後より一層の事務改善等に取
り組んでいく。また、本会議の傍聴者への手話通訳
者の派遣は実施しているが、インターネット中継に
おいて、聴覚等に障がいのある方への合理的配慮が
できていないため、対応を検討する。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

所管
室課

事業名

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

※課題があるものは■

一般財源の比率（％） 95.7 98.4 □
市民ニーズ、
社会的役割

議会だより作成、本会議放映、議会傍聴支援

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

（１）議会だよりの発行
発行回数
　定例会号４回、役員改選号及び新年号として年６回発行
発行部数
　第318号185,300部
　第319号185,600部
　第320号186,300部
　第321号186,550部
　第322号186,600部
　第323号186,800部

（２）本会議放映
インターネット放映アクセス件数　9,095件
本会議放映　30日
議場で開催した予算常任委員会及び決算常任委員会の放映　７日
いずれも生中継を行ったほか、本会議については録画放映も行っている。また、本会議映像配
信機器の老朽化に伴い、機器等の更新を行った。

決算額　(千円) 9,740 27,000

4
所管
室課

議会事務局 事業名 議会広報事業

事業概要

施策コード 121 施策 情報共有の推進

管理事業 議会事業 所管部局 議会事務局

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和３年度
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